
平和と民主主義を守る平和と民主主義を守る平和と民主主義を守る

2011年度、全損保は、平和と民主主義を守る方針に沿って、核兵器廃絶、平和を守るとりくみを積極的におこないました。
○３・１ビキニデーへの参加
○原水爆禁止2011年世界大会：広島８月５日～６日のとりくみ……慰霊碑めぐり、損保平和交流集会、損保慰霊祭
今後も、
○日本平和大会（11月25日～27日：沖縄）をはじめ、平和を守るとりくみへ積極的に参加していきます。

あなたがいま、損保産業で
一番歪んでいること感じる
ことはは何ですか
　　（2011年春闘アンケートより）

（％）

損保産業の社会的役割を守る損保産業の社会的役割を守る損保産業の社会的役割を守る
再編「合理化」情勢第二幕の
深まりのもとで、損保の社会的
役割は損なわれています
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秋のたたかいから
○再編「合理化」情勢第二幕の動向を分析
し、全体の主張と運動のベースにすえて
いきます。
○積極的に、行政・経営の政策の把握・分
析に努め、見解・声明の発表、行政・協
会・経営への申入れをおこないます。

＝問われる社会的役割＝
　先行き不透明な再編「合理化」情勢のもとですすむ圧倒的な寡占化と効率化とともに、
収益力を競い合う競争が激化しています。そして、東日本大震災の甚大な被害は損保を直
撃しており、そのもとで、社会的役割と無縁な損保産業が、労働者や募集網の犠牲を通じ
てつくられようとしています。「自由化」のもとでの競争が招いた「保険金不払い問題」
という教訓を忘れず、さらには、東日本大震災という未曾有の事態を受けたいま、損保産
業に問われているのは、力任せに競争するのではなく、本来の社会的役割に立って産業を
再生する視点であり、損保に働く者の主張こそ将来を手にする鍵となります。

…全損保第68回定期全国大会議案より

秋のたたかいスケジュール
10月

10月12日（水）第二水曜
全損保統一早帰り日

18日（火）本部オルグ（横浜、名古屋）
19日（水）本部オルグ（東京、広島）
20日（木）本部オルグ（大阪、秋田）
21日（金）本部オルグ（福岡）

11月

 11月7日（月）～13日（日）
ヒューマンライフウィーク

 9日（水）第二水曜
全損保統一早帰り日

11月11日（金）本部オルグ（札幌）
14日（月）～20日（日）

労働実態調査週間
18日（金）金融共闘統一行動日
19日（土）外勤部秋の学習会
23日（水・祝）賃金討論集会、

合対とりくみ交流会
25日（金）～27日（日）

日本平和大会：沖縄

11月26日（土）本部オルグ（沖縄）

12月

12月14日（水）第二水曜
全損保統一早帰り日

17日（土）～18日（日）
全国女性の交流集会

人間を大切にする労働組合として奮闘

4

「全損保らしさ」をいかし 
一人ひとりのために

労働組合の役割を発揮していこう

全損保
「ルール」を守らせ、「歪み」を明らかにする
・ヒューマンライフウィーク 11月  ７日～13日
・労働実態調査週間 11月14日～20日
・第二水曜早帰り 10月12日
 11月  ９日
 12月14日（以降毎月実施）

生活と労働条件に関するアンケート
（10月下旬～11月）

第一次集中月間（11～12月） 2012年春闘構築

集まって　みんなで語ろう！
あらゆる機会に「一人一言」を！

2011年 秋のたたかい2011年 秋のたたかい2011年 秋のたたかい2011年 秋のたたかい

生きている思いを語ろう生きている思いを語ろう

秋のたたかいから「一人一言運動」
集まって　みんなで語ろう！
あらゆる機会に「一人一言」を！
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秋のたたかいから「一人一言運動」秋のたたかいから「一人一言運動」

秋のたたかい職場討議資料　　2011年10月～12月
全日本損害保険労働組合

「一人一言運動」が始まります
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平和と民主主義を守る

損保産業の社会的役割を守る

2011年 秋のたたかい2011年 秋のたたかい

秋のたたかいから「一人一言運動」

「一人一言運動」が始まります「一人一言運動」が始まります「一人一言運動」が始まります

集められた声や思いを集約し、いまの時代の本質を

明らかにして、今後の運動の土台とします。
今後の活動の土台とします

秋の本部オルグから春闘に向けて運動をすすめます。支部・地協で目標をもって可能な限り
多くの声を集めます。
○地協では、本部オルグ、各種会議、「交流・共同の場」に集まって、語り合って、自由に
書いてもらおう

○支部・分会では、職場会、機関会議、学習会などで、今の思いを書いてもらおう
春闘アンケートも「一人一言運動」に位置付けてとりくみます。

「過当競争
　－損保労働者5000人の証言」
（1981年2月発行）

「損保労働者の原点
　－1万人の証言」
（1988年2月発行）

「損保いまと明日」
（1995年8月発行）

「21世紀への起点」
（2000年8月発行）

第１回 第2回 第3回 第4回

過去４回の「一人一言運動」 その時代を働く仲間が語っています

■この国の政治も、経済も先行き不透明で、平和と民主主義が揺らぎ、国民の願う明日を争
うせめぎ合いが続いている、「今」
■そのもとで、東日本大震災が直撃した日本経済の不透明性とも相まって、損保再編「合理
化」情勢がさらに深まる、「今」

■収益拡大と事業効率の徹底した推進と業務適正化や営業督励の強まり、あらゆる面での数
値管理・個人責任追求、働き方の変化、震災対応など、生活と雇用、労働条件の悪化によ
る不安が増大する、「今」

この「一人一言運動」は、組合員一人ひとりに、人間、損保労働者として生きている思いを、
自由に、縦横に、語り合って、書いてもらう運動です。
人が集まって、語り合って、「やっぱりおかしい」、「本当にそう思う」、「こうしたらいい
のに」というみなさんの声や思いを集めて、これからの運動につなげていきます。

今の時代は

「一人一言運動」
とは

具体的な
すすめ方

そんな「今」だからこそ「集まって、何でも語ろう」「一人一言運動」で！
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今を生きる声や思いを出し合う




